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杉戸ロータリークラブ週報 
2022～2023 年度 地区運営方針 

創造しよう未来への調和～ロータリーに DEI の爽やかな風を～ 
 

会長：中川 定雄  幹事：下津谷 忠史 
 

第２６８４回例会 ２０２２年１２月１日 

移動例会（アグリパーク）12:30 点鐘 

点鐘                         中川会長 

君が代・ロータリーソング            奉仕の理想 

12 月結婚祝                          

折原弥五郎（5 日） 仁部前崇（21 日）  

石塚幹正（24 日） 

12 月誕生祝            

井上勝雄（4 日） 古谷松雄（8 日） 日向英実（14 日）  

下津谷忠史(22 日)  

会長の時間                       中川会長 

今日から師走となりました。

一昨日の午前中は、春日部法

人会杉戸支部の活動で、杉戸

小学校において 6 年生を対象

としたサイエンスショーを「らん

ま先生」をお呼びして開催しました。 

内容は、まず税金クイズから始まり、その後サイエン

スショーを 1 時間半行い大好評でした。らんま先生は、

「でんじろう先生」の弟子でしたが、独立して毎日日本

中を駆け回っているそうです。学校の教員という経歴を

生かして児童をショーに参加させ、一緒に実験をする

など喝采を浴びていました。また、昨日は、第二小学

校において開催された感謝の会にお招きをいただきま

した。交通指導員として、荻原さんと参加致しました。 

今日から師走ですが、交通指導員としては、衣替え

で冬服になりました。制服は 3 種類（冬服、合服、夏服）

あり、年に 3 回交換しなければなりません。 

今日は、午前中、東武動物公園駅西口広場で、年

末年始特別警戒出陣式に出席参加後、申し訳ありま

せんが時間がありませんでしたので制服のまま例会に

出席となりました。 

12 月 5 日には、杉戸町商工会工業部と春日部法人

会杉戸支部の合同研修会がありますが、私が講師と

なり、「年末においての交通事故防止と犯罪に合わな

いために」をテーマにしていますが、資料を警察署にお

願いしましたところ、警察署長が是非私も参加してお

話をしたいとのことで、45 分間ですが応援していただく

ことになりました。 

今月は、クラブ事業として社会奉仕委員会の運営方

針であります地区補助金を頂き地域安全パトロール隊

に備品寄贈プロジェクトとしてお願いしました備品が昨

日届きました。 

最後になりますが、新入会員の入会が先日の理事

会で承認されました。入会式を後日行いますので、皆

様どうぞ宜しくお願い致します。 

幹事報告                       下津谷幹事 

 地区事務所より、2023 年メルボル

ン国際大会 RI 第 2770 地区ガバナ

ーナイト（5 月 27 日）の案内が届い

ております。国際大会に参加され

る方は、詳細は事務局まで。 

12 月理事会報告                  下津谷幹事 

1 月例会予定 

 1 月 

5 日 休 会（年末年始 12/29～1/5） 

12 日 結婚誕生祝、雑誌紹介（さいしん例会場）理事会 

19 日 卓話※未定 （アグリパーク） 

26 日 夜間例会（和泉屋） 

ハイブリッドは一方通行の簡易ハイブリッド例会になります。 

 2024-25 年度ガバナー補佐推薦について 

推薦書、経歴書、写真データの提出※書類作成中 

2024-25 年度ガバナー補佐：渋谷 忠明   

 国際奉仕事業（ベトナム・ダナン支援） 

地区の国際奉仕部門支援案件 

50,000 円支援→スマイルより出資 



 杉戸町新春賀詞交換会は中止の連絡あり 

 第 15 回杉戸町障がい者週間記念事業の開催

(12/4)→例年通り 3 万円の寄付 

 12/8 春日部青年会議所から来訪者→延期 

 新入会員予定者 鈴木千代子氏→入会承認 

 新規事業（すぎと居場所づくり応援隊支援）について

80 世帯に 12/25 フライドチキンを配布→12 万円の

支援（総額約 16 万円のうち） 

12/21：準備作業として 2～3 名  

12/25：配布・手伝い若干名（2:30～）すぎとピア 

配布の手伝いが可能な方は下津谷幹事まで 

ガバナーチャンネル視聴（11 月号）           

ローターアクトクラブ特集 

 

 

 

 

会員報告                    落合（善）会員 

11 月 19 日（土）に東武動物公園の

イルミネーションを見に行ってきまし

た。私の従弟 3 人で「従弟会」というも

のを作り、時々車でドライブにでかける

のですが、今回は近くのイルミネーショ

ンを見ようと、空いている平日の金曜日に出かけました

が、土日しかやっていないということで翌日に出直して行

ってきました。 

イルミネーションの点灯は 5 時からですが、夕方 4 時頃

に白岡のゲートから入園して、右周りで動物を見ながら

歩き観覧者のあるイルミネーションの中心地に向かいま

した。観覧者に乗ろうとしたら、行列ができており待ち時

間が 40 分ということで諦めました。 

私はよく女房とあしかがフラワーパークのイルミネーシ

ョンを見に行くのですが、東武動物公園のも素晴らしいで

すね。4 年前に一度来ましたが、年々規模が大きくなって

きているようです。 

春に桜並木が見られる路に

は、ピンクのイルミネーションが

点灯し見事でした。帰りはリフト

に乗ってゲートに戻りました。

観覧者に乗るより良かったです。60 才以上の方は 1,100

円で入園できますので、皆様も是非ご覧になってください。 

また、秋の観光ではネーブルパークの古河菊祭がお

勧めです。趣向を凝らした作品が並んでいます。開催期

間が長いので、つぼみの状態から満開まで花の変化す

る様子が楽しめます。こちらも是非行ってみてください。 

出席・スマイル報告                 

会員数 出席 欠席 免除 MU 出席率 

40 13 27 0 （17） 75.00% 

中川会長： 今日から師走です。世の中あわただしくなり

ますので、お体に気を付けて新年を迎えてください。 

下津谷幹事： 急に寒くなって来ましたね。コロナもです

が、インフルエンザにも気を付けてよい年をむかえられ

るよう願っています。 

落合（喜）会員： コロナで県外に行けないので、先月 19

土曜日東武動物公園のイルミネーションを見に行って

来ました。4 年前くらいに行ったときより素晴らしかった。

皆さんもどうぞ！ 

関口会員： 12 月に入りましたら急に寒くなりました。風邪

など引かないように注意しましょう（年ですから） 

矢島会員： はや師走年々日が経つのが早くなりますね。 

渡辺（良）会員： 12 月に入りました。今年もいま少しなの

で体調に気を付けて新しい年を迎えたいと思います。 

野口（美）会員： 今年も残り 1 ヶ月楽しくがんばりましょう。

宜しくお願いします。 

古川会員： 師走ですね。本日はアグリをご利用頂き有り

難うございます。寒くなりました、お体をご自愛ください。 

真中会員： 今朝 5 回目のワクチン接種をして来ました。

いつになったら最後のワクチンになるのでしょう？ 

田中（啓）会員： 雑誌・会報委員会として、地区推奨のク

ラブパンフレットを作成しております。次回皆様にご紹

介してご意見を頂ければと思います。 

栗原会員： 事業所で感染者がでましたので、本日は自

主隔離しております。来週は出席したいと思います。 

田中（昌）会員： 本日は出かけておりましたので会場に

出席できずに申し訳ありません。落合さん卓話ありがと

うございます。 

細井会員：渡邉会員 

スマイル本日投入額 １３，０００円 

スマイル累計額 ２４９，０００円 

スマイル目標額 ****** 

✽✽✽ご協力ありがとうございました✽✽✽ 



 

 

 

雑誌紹介（ロータリーの友 11 月号）   田中（啓）会員 

 P.3「ロータリーに未来を託す」ロータリー日本事務局

財団室からのお知らせ 

 P.4RI 指定記事「心を込めてロータリーのストーリー

を「共有しよう」 

 P.7～13 特集ロータリー財団月

間「大規模プログラム補助金」ロ

ータリー財団の大規模プログラ

ム補助金は、重点分野において

成果を挙げている奉仕プロジェ

クトに対し、範囲・インパクト・持

続可能性に基づいて評価を行い、毎年一口 200 万ド

ルの補助金を授与しているものです。 

 P.14～17 冠名基金ってなに？と題して、この基金に

ついて書かれています。寄付者が好きな名前をつけ

ることができる基金で、恒久基金に寄付すれば投資

収益がある限り、世界によい事をし続けることになり

ます。恒久基金の利回りと、選べる使い道、基金へ

の寄付や設立などの話が載っています。 

 P.19～25 RI 指定記事「向かう先はメルボルン」と題し

2023 年メルボルン国際大会の紹介です 

 P.26～29「インターアクター 政治の仕組みに触れる」 

 

 

 

 

 

 

第 2710 地区第 45 回インターアクト研修会で、政治

と選挙の模擬体験を企画された呉南 RC の平尾さん

へのインタビュー記事です。地区内のインターアクト

指導者研修会で、高校生を対象に模擬選挙を体験

してもらう提案をしたそうです。高校生たちに学んで

もらうポイントは三つ、❶自分の意見を言える勇気、

❷受け身態度からの脱却、❸当時者意識の醸成、

との事です。子供にも政治の事、世界の正しい情報

などを、伝える側の意図で加工しないで正確に伝え

ることが大切だと思います。 

 

 

 

 P.30～39 ロータリーの

友創刊 70 周年特別企

画、バックナンバーで

たどる『友』70 年です。

第 2 回目は 1970 年か

ら 80 年代です。 

1973 年『友』創刊 20 周年特集が組まれています。 

1976 年 7 月、ロッキード事件がありました。なぜだか

田中角栄と小佐野賢治のお二人の名は忘れないで

すね。それと「記憶にございません」という言葉、今

は国会答弁では欠かせない言葉になっています。 

1977 年 7 月、日本の地区番号が 200 番台に、22 地

区になります。 

1978 年 5 月には、成田空港が開港、東京国際大会

が開催されます。この頃私は 17 歳！高校生活真っ

只中。3 年間、皆勤賞でした。両親と祖母に感謝して

います。（中略） 

 1986 年 4 月チェルノブイリ原発事故が起きています。 

2011 年の福島第 1 原発事故と同じ最悪のレベル 7

です。放射性物質の放出量は、福島の約 10 倍、死

者も出ています。しかし、放射性物質の放出は約 10

日で止まっています。福島の事故は収束しておらず、

未だ放出が続いており、総量がチェルノブイリ事故

に近づく可能性があります。（中略） 

 1980 年代は「ロータリー・アット・ワーク」が徐々にカ

ラー化。その過程で、読者の要望、印刷技術や投稿

の傾向などから、紆余曲折もあったようです。 

カラー化とともに、米ソ冷戦も男女間差別も徐々に

解消した時代でした。私の 80 年代は、学生を卒業、

社会人の仲間入りし、’87 年から関口さん家の隣の

寮にもお世話になりました。 

 P.40「よねやまだより」モンゴルのダルハンディクト病

院院長、モンゴル米山学友会会長のウドワル・セデ

バザルさんの記事が載っています。 

 P.42「Food for Thought」 異国生まれの日本育ちが

テーマです。ラーメンの由来、ポークカツレツ、コロッ

ケ、ドリア、スパゲッティナポリタン、プリン･ア･ラ･モ

ードなどが紹介されています。 

11 月は祝日や地区大会、ガバナー公式訪問などで雑誌紹介の日程が取れなかったのですが、 

田中委員長がロータリーの友 11 月号お奨め記事をまとめてくださったのでご紹介致します！ 



 P.44「世界を変える行

動人」には、ルーマニ

ア、ドイツ、アメリカ、ド

ミニカおよびオーストラ

リアの 5 か国から活動

が紹介されています。 

 P.46 NEW GENERATION は、「伝統産業に新たな価

値を」と題して、ローテックスの村上さんの記事と、

「社会と人との関わり」と題して、米山奨学生の鐘(し

ょう)さんの記事が載っています。 

「伝統を守ることも大切ですが、新しい伝統をつくる、

受け入れるという日本人の柔軟性も大切にしたいで

うね」 と結ばれています。私も全く同感です。 

 P.49 RI 指定記事「オーストラリアを旅しよう」メルボル

ン国際大会に際してウォーキ

ングツアー、川下りや各種クル

ーズや、路面電車トラムでの

市内観光が紹介されていま

す。「苗木から森へ」では、R財

団管理委委員長のイアン・ライ

ズリーさんからのメッセージで

はこれまでの活動の成果が書かれています。 

 縦 P.4 今月の SPEECH は、昨年 11 月 6 日に第 2790

地区（千葉）で講演された、麗澤大学 前学長で、元

R 財団奨学生の中山理さんのお話が載っています。

「人との出会い 人とのつながり」と題して、先生ご自

身が経験されたことについて話されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダライ・ラマによれば、私たちが人として、あるいは

衆生として最も頼りにする礎は思いやり、慈悲の心

であり、それは「自分の国だとか、自身の所属する

宗教団体よりも上位にある」とはっきり言っています。

「私たち人間の本質からすれば、怒りは何の役にも

立たないのです。そしてこの世のさまざまな悩み、苦

しみは、実は自分の心がつくり出しています。まず、

私たちの心を慈悲と親切のあふれる心に変えること

が大切です」 と言ったそうです。 

中山さんは、「人とのつながりから学んだこと」という

見出しで、「一生好奇心を持って学び続けよう」、「楽

しんで学ぼう」と「ウェルビーイング（持続的幸福感）」

の 3 つのことを語っています。是非ご一読を。 

 縦 P.9「この人 訪ねて」は、札幌幌南 RC の羽部大

仁さんです。西浅草にある浄土真宗東本願寺本山

の執務長です。札幌市にある慧林寺の住職ですが、

昨年 11 月に執務長に就任されました。羽部さんは、

11 年前に妻を亡くされ、70 歳にして初めての単身赴

任ですが、料理、掃除や洗濯も楽しんいます。 

 海外に行ったときに自分の思うことを伝えたいという

動機から、70 歳を期して、スマートフォンのアプリで

英会話の勉強を始めたそうです。また静物画を自己

流で描かれているそうです。私も羽部さんのように、

いつも笑顔でポジティブでありたいと思いました。 

 他、縦 P.13 卓話の泉、私の一冊、P.16 友愛の広場、 

P.20 ロータリー・アット・ワーク、他クラブの情報がた

くさんありますのでご覧になってください。 

地区公共イメージ部門では、各クラブでクラブパンフレットを作成することを推奨しています。会報・雑誌委員会で

地区から送られてきたテンプレートをもとにクラブのパンフレットのたたき台を作成してみました。皆様のご意見を

頂ければと思います。 


